







































































































































平成 21 平成 22 平成 23
年度実績 年度実績 年度予定
情報交換 45. 6九 53. 7出 62.1弘
交流 36.8百 43.4拡 50. 1九
小中連携した






















































































に対しい' 中学校第 l 半年の英詰干卒利~I同の授業で3 ノト学
校で学習した表現と同じ内容を扱う|深に，小中連
肢の要素を取り入れた模樹受業を行った。
小菅(2013)は，中学校英語科の発音や語葉，文
法の指導のイメージを図 lのように示している。
i51然とかたま
りで覚えてい
た話器や文型
実際に使って
みる
(言語爪動)
!栴官、する 比型三
図1 中学校での英語学習(文法)のイメージ
図 lを踏まえた授業のitcnは次の通りである。
生徒は小学校外国語活動で凶れ親しんだ表現
を1期主とかたまりとして覚えている。そこで小学
校でも使用しfこ桧カードを見せ，ノト明支での内科
を思い出させるように音声を聞かせながら導入す
る。次に，ルー/レをH留君、しながら丈法的な説明を
行う。その後，実際に生徒が吉:くこと通し，誤っ
ている際は正しながら文法的なかーノレiこ気づカ吐
ていく。
4 考察
(1)実践と結果からの考察
①鞠哉専門実習 1. I
2名の小学校教員は，小中連携をそれぞ、れ違っ
た捉え方をし，取り組む姿勢に違いがみられた。
教員同士に意識差があること，小中連携は教員の
負担も大きいことがわかった。外国語活動に対し
てJ邸包惑があり，指導に自信がなく外国語活動や
小中連携に消極的になっている。一人で指導しよ
うと思わず3 周りと関わりながら指導を考えてい
く必要がある。
⑫:期樹受業
中判交英語科の授業では，小朝交外国語活動で、
慣れ親しんだ語葉キ壊現を音声で導入し，外国語
活動です吏用した教具を中朝交英語科の授業で用し、
ることで，生徒が小判交と中学校の学びが連続し
ている 3 小学校で、の学習が役に立っていると実感
できることがわかったO 生徒にその実感を持たせ
るために小判交外国語活動で、は3 中学校英語科の
前倒しではなく， 小朝交段階にふさわしし、音声に
よる指導を充実させ，積極的に教具を活用してい
くべきである。音声ペ敬具の使用は効果的であり，
ここに小中連携の可能性があると考える。
小学校教員が中判佼英語科の授業を考えたり，
参観したり，一緒に授業を行ったりすることで，
小判交で教えた内容が中守交でどう扱われている
かを把握できる。このことにより，小学校教員が
外国語活動で、教えたことが役立っていると実感で
き，外国語活動に文ける意識が高まると考える。
(2)外国語活動の授業をつくる上で目白書、すべき点
先行研究や実践を通して得られたことから，小
学校外国語活動の授業をつくる際，中判交との連
携を図る上で酒白意すべき点を以下3点に整理する。
lつ目は，小学|交教員， 中朝交英語平卜の教員が
英語教育に対して共通瑚卒することである。小学
校教員同士で意識の違いがあったように，小判交
と中学校で英語教育に対する捉え方にズレがあれ
ば児童 ・生徒は混乱してしまう。 相互が同じ目的
を共有 ・理解して子どもを指導していく必要があ
り，子どものために不可欠である。
2つ目は，音声による指導を充実させ，積極的
に教具を活用することである。 小明交段階ではこ
れからの英語学習へとつながる「聞くことJ，I話
すこと」といった，英語の基礎となる音声に十分
慣れ親しませることが重要である。そのためには3
239 
あいさつ，英語の歌やチャンツなどの活動を取り
入れ， ALTやデジタル音声樹オ等を用いるなど，
音声の指導を充実させ，たくさん音声に触れさせ
ることが必要である。また，音声を視覚的に補助
し，これまでの学習内容を思い出させるために
絵カ)ド等の教具を積極的に活用し，教具を工夫
していく必要がある。
3つ目は，小朝交と中学佼が邑読した 5年間を
見通したカリキュラムを作成することである。小
朝交から中朝交へと子どもの学びは連続している。
それぞれの学習内容を把握した上で，児童 ・生徒
の発達段階にふさわしい学習内容を，系統性を持
たせながら配列し，ノj情交と中判交が一緒になっ
て見通しをもったカリキュラムを作成していくこ
とが大切である。このことにより，小学校教員も
見通しをもちながら授業をつくることができ，外
国語活動の指導に支村→る不安の軽減が期待できる。
5 到達点と課題
(1)到達点
先行研究から，小中連携の現状や乱題を把握す
ることができ，教職専門実習で、は教員間で、小中連
携に対する意識差があることがわかったO また，
小判交外国語活動の授業をつくる上で配慮すべき
点を有面忍することができた。
(2)課題
次年度の研究では，山形県内における小中連携
の実態を知るために，県内の小 ・中明支教員を対
象にアンケー ト調査を行う。アンケート結果，今
回得られた観点から，小学校外国語活動の授業を
つくり実践し，検証・考察する。これらを踏まえ，
山形県内における英語教育の効果的な小中連携を
図るために，小学校外国語活動の授業で何ができ
るかを考究してして。
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